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電話網（ＰＳＴＮ）からＩＰ網への 
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１．電話網からＩＰ網への移行に関する取組み 

2010年11月 ＮＴＴ西日本及びＮＴＴ東日本にて 

     「ＰＳＴＮのマイグレーションについて 
         ～概括的展望～    」 

を公表 

１ 
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２．固定電話を取り巻く環境① 

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 

0 

ＮＴＴ東西の固定電話 

年 

0 19 142 421 
776 

1,116 
1,453 

1,790 2,096 

2,407 

2,650 

IP電話（0ABJ-IP電話） 

（+123） 

（+279） 
（+355） 

（+340） 

（+337） 

（+19） 

（+337） 

（+306） 
（+311） 

（+243） 

固定電話と 

ＩＰ電話逆転 

２ 

5,954 
5,827 

5,425 

4,998 

4,555 

4,164 

3,793 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

3,484 

2,637 

2,869 

3,158 

（▲127） 

（▲402） 

（▲427） 

（▲443） 

（▲391） 

（▲371） 

（▲309） 

（▲326） 

（▲289） 

（▲232） 

単位:万契約 



Copyright 2015 NIPPON TELEGRAPH AND TELEPHONE WEST CORPORATION 
Copyright 2015  NIPPON TELEGRAPH AND TELEPHONE EAST CORPORATION 

２．固定電話を取り巻く環境② 
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３．ＰＳＴＮからＩＰ網へ 

サービス移行 
の課題解決 

・ひかり電話 
・ブロードバンド（フレッツ光） 等 

＜例＞ 

・ＩＰ電話 
のみ利用 

メタル 
アクセスの 
光化 

光 光 メタル 
等 需要対応で推進 

概ね５年後の 
２０２０年頃から 
開始し２０２５年 
頃に完了予定 

ＩＰ網 

ルータ 

ＰＳＴＮ 

交換機 

ＩＰ網 

ルータ 

ＰＳＴＮ 
（ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ） 
のﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ 

・加入電話 
・ＩＳＤＮ 等 

＜例＞ 

・ひかり電話 
・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ 
 （ﾌﾚｯﾂ光）
等 

サービス 

４ 

アクセスの光化は 
ＰＳＴＮのﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝと 

切り離して検討 
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① コアネットワークのＩＰ化とアクセスの光化の取組み 
 
 

 

 
 

② 教育・医療分野でのＩＣＴ利活用に向けた取組み 

 
 

 

 

③ 使い易い端末の提供  
 

 

 

 

 

 ④ 利用者のＩＣＴリテラシーの向上 

実 

績 

今 

後 

●コアネットワークのＩＰ化に取組み、ＮＴＴ東西の大半のエリアにＮＧＮ等のＩＰ装置を設置済。 
  （ただし、全てのお客様を収容可能ではない） 

●アクセスの光化にも取組み、光ブロードバンドサービスのエリアカバー率は約90％に拡大。 

 ⇒需要対応でＩＰ網へ移行させる素地は構築済。 

●ブロードバンド環境とインタラクティブホワイトボードやタブレットＰＣなどの情報機器を活用した 

 新たな教育コンテンツ･アプリケーションの提供等、教育分野におけるＩＣＴ利活用に向けた積極的な取組みを実施。 

●フレッツフォンを活用した遠隔健康相談や保健指導を行えるシステムを提供する等、医療分野におけるＩＣＴ利活用に

向けた積極的な取組みを実施。 

●ゲーム機、電子書籍、タブレット等、多様化する無線端末に対応し、宅内、外出先でシームレスなブロードバンド環境

を実現可能な「光ポータブル」を提供。 

●また、ブロードバンド利用者の裾野拡大に向け、ＰＣレスかつ簡単操作で、様々なコンテンツ・サービスが利用可能と

なる「光ｉフレーム」 （東日本にて提供）を提供。 

●リモートサポート等の安心して利用できるサービスの提供やネット安全教室の開催により利用者のＩＣＴリテラシー向上
に取り組む。 

 今後も裾野の拡大に取り組んでいくとともに、アフターフォローのサポート体制を強化する。 

４．ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ普及に向けたNTT東西の取組み① 

５ 



Copyright 2015 NIPPON TELEGRAPH AND TELEPHONE WEST CORPORATION 
Copyright 2015  NIPPON TELEGRAPH AND TELEPHONE EAST CORPORATION 

４．ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ普及に向けたNTT東西の取組み② 

６ 

フレッツ光等を様々なサービス提供事業者様に卸提供する「光コラボレーションモデル」を、 

2015年2月1日(日)に提供開始 
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５．サービス移行のイメージ（INSﾈｯﾄの例）① 

現状のご利用ｲﾒｰｼﾞ 

ターミナルアダプタ（ＴＡ）の配下に 
単体電話機とパソコンを接続 

パソコン 

電話機 

ＤＳＵ／ターミナルアダプタ 

・ＩＰ（インターネットプロトコル）に変わることで、通信  
 プロトコルの集約や通信料低減によるコスト削減 
・データの送信時間が大幅に削減され、物流コスト  
 の削減や発注から納品までのリードタイム短縮 

ONU/ホームゲートウェイ 

パソコン 

電話機 

代替ｻｰﾋﾞｽのご利用ｲﾒｰｼﾞ 

ホームゲートウェイ（ＨＧＷ）の配下に 
単体電話機とパソコンを接続 

Ｇ４ＦＡＸやＩＳＤＮ専用端末の場合は、
端末取替等の対応が必要となります。 

７ 
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５．サービス移行のイメージ（INSﾈｯﾄの例）② 

・ＩＰ（インターネットプロトコル）に変わることで、通信  
 プロトコルの集約や通信料低減によるコスト削減 
・データの送信時間が大幅に削減され、物流コスト  
 の削減や発注から納品までのリードタイム短縮 

現状のご利用ｲﾒｰｼﾞ 

ＤＳＵやターミナルアダプタ（ＴＡ）の配下に 
ビジネスホンとパソコンを接続 

パソコン 

電話機 
ＤＳＵ又は 

ターミナルアダプタ 

ビジネスホン 

ルーター 

８ 

ONU／オフィスゲートウェイ 

代替ｻｰﾋﾞｽのご利用ｲﾒｰｼﾞ 

オフィスゲートウェイ（ＯＧＷ）の配下に 
ビジネスホンとルータを接続 

パソコン 

電話機 ビジネスホン 

ルーター 

Ｇ４ＦＡＸやＩＳＤＮ専用端末の場合は、
端末取替等の対応が必要となります。 



Copyright 2015 NIPPON TELEGRAPH AND TELEPHONE WEST CORPORATION 
Copyright 2015  NIPPON TELEGRAPH AND TELEPHONE EAST CORPORATION 

６．ユーザニーズの変化に応じたサービスの扱い① 

公衆電話、110（警察）、118（海上保安）、119（消防）、 
117（時報）、177（天気予報）、104（番号案内）、115（電報） 
ナンバー・ディスプレイ、ナンバー・リクエスト、 
迷惑電話おことわり、キャッチホン、ボイスワープ、 
ボイスワープセレクト、フリーアクセス、#ダイヤル、代表、 
ダイヤルイン 等 

 ＋ 

仕様変更や端末取替等の対応 

が必要となる場合があります 

提供を継続 

基本的な  
サービス 

 基本的な音声サービス 

９ 
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６．ユーザニーズの変化に応じたサービスの扱い② 

ＰＳＴＮマイグレーションに 

合わせて提供終了見込み 

ＩＰ網での提
供が困難な
サービス 

や 

お客様のご
利用の減少
が見込まれ
るサービス 

INSネット、ビル電話、着信用電話、支店代行電話、ピンク電話、 
有線放送電話接続電話、短縮ダイヤル、でんわばん、トーキー案内、 

キャッチホン・ディスプレイ、ナンバー・アナウンス、発着信専用、 

ノーリンギング通信 等 

ＰＳＴＮマイグレーションに 

先立ち順次提供終了見込み 

 キャッチホンⅡ、マジックボックス、ボイスボックス、信号監視通信、
オフトーク通信、接続通話サービス（コレクト コール等）、 
ネーム・ディスプレイ*、ダイヤルＱ2* 等    *箇所は既に終了 

１０ 
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７．ＰＳＴＮ(ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ)のﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝに向けたｽｹｼﾞｭｰﾙ 

2010年 2015年頃 2025年頃 

サ 

ー 

ビ 

ス 

相 

互 

接 

続 

廃止サービスに関するユーザ周知 
代替サービスへの移行 

 ＩＰ網同士の接続に向けた 
 関係事業者による意識合わせ 

廃止サービスに関するユーザ周知 
代替サービスへの移行 

 
 
 
 
 
 
 

ＰＳＴＮ（ｺｱﾈｯﾄﾜｰｸ） 
のＩＰﾈｯﾄﾜｰｸへの 
ﾏｲｸﾞﾚｰｼｮﾝ 

マイグレーション
に先立ち 

提供を終了する
サービス 

マイグレーション
に合わせて 

提供を終了する
サービス サービスの順次廃止 

順次ＩＰ網同士の接続を開始 

ブロードバンド 
サービス 

Ｐ
Ｓ
Ｔ
Ｎ
交
換
機
の
寿
命 

ブロードバンドサービスの普及促進 

2020年頃 

１１ 
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８．まとめ（お願い） 

１２ 

ＩＰ系サービスへの需要のシフト及びＰＳＴＮ交換機の寿命等を勘案し、 
概ね５年後の2020年頃から、ＰＳＴＮからＩＰ網へのマイグレーションを開始し、
2025年頃に完了を想定 

ＰＳＴＮからＩＰ網へのマイグレーションにあたり、一部提供を終了するサービス
が存在 

業務等においてＰＳＴＮを利用されている場合は、 

 ＩＰ網を利用したサービス等への移行を早めに 

ご検討いただければと存じます 

本資料及び本説明における将来の見通しに関する記述・言明は、現時点における情報に基
づいて展望したものですが、今後の国内外の経済情勢や通信分野での技術革新、お客様
ニーズの変化及び競争環境など様々な要素の変化により変更することがあり、その確実性を

保証するものではないことをご了承ください。 


